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和歌山県串本町から得られた本州初記録のクラカケエビス

堺　響暉 1・國島大河 2

A single specimen of the Silverspot Squirrelfish, Sargocen-
tron caudimaculatum (Rüppell, 1838) (Holocentridae), widely 
distributes in the Indo-Pacific Ocean, was collected from the 
rocky shore in Kushimoto, southern part of Wakayama Prefec-
ture, Japan. The northernmost record of this species has previ-
ously been considered to be Kashiwa-jima island, Kochi Prefec-
ture, Japan. Thus, the specimen from Kushimoto represents the 
northernmost distributional record for the species and the first 
record from Honshu, Japan.
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 Abstract

クラカケエビス Sargocentron caudimaculatum (Rüppell, 1838)

は，紅海を含むインド・太平洋に分布するイットウダイ

科魚類である（Randall, 1998；林，2013）．日本国内では，

高知県柏島，南西諸島，小笠原諸島から本種の記録があ

るものの，本州からの記録はない（Shimizu and Yamakawa, 

1979；林，2013；本村，2023）．

2022 年 12 月 9 日に和歌山県串本町浪ノ浦の磯で 1 個体

のクラカケエビスが採集された．本標本はクラカケエビス

の標本に基づく本州初記録および北限分布記録となるた

め，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は，江口・本村（2016）に従った．標

準体長は体長と表記し，デジタルノギスを用いて 0.1 mm

単位で計測した．標本には 10% ホルマリン液で固定し，

70% エタノール液に置換した．色彩の表記に関しては，

財団法人日本色彩研究所（2007）に準拠した．本報告に用

いた標本（WMNH-PIS13409）は，和歌山県立自然博物館

に保管されており，生鮮時の写真は同館のデータベースに

登録されている．

Sargocentron caudimaculatum (Rüppell, 1838)

クラカケエビス
（Fig. 1）

標本　WMNH-PIS13409，体長 48.9 mm，全長 55.0 mm，

和歌山県東牟婁郡串本町潮岬浪ノ浦（33°26′44.1″N, 135° 

46′21.8″E），2022 年 12 月 9 日，タモ網，堺 響暉採集．

記載　背鰭鰭条数 Ⅺ, 14；臀鰭鰭条数 Ⅳ, 9；胸鰭鰭条

数 14；腹鰭鰭条数 Ⅰ, 6；側線有孔鱗数 41；側線上方横列

鱗数 2.5；鰓耙数 8+13．

体 各 部 に 対 す る 体 長 の 割 合（%）： 体 高 35.9； 体 幅

15.6；頭長 35.2；吻長 7.0；眼径 13.4；両眼間隔 6.8；上

顎長 13.0；前鰓蓋骨隅角部棘長 7.3；尾柄高 9.8；尾柄長

12.0；背鰭前長 39.0；臀鰭前長 76.8；腹鰭前長 41.2；背鰭

第 1 棘条長 10.9；背鰭第 2 棘条長 13.6；背鰭最長棘条長（第

4 棘）15.8；背鰭第 11 棘条長 6.9；臀鰭第 1 棘条長 1.7；臀

鰭第 2 棘条長 5.3；臀鰭第 3 棘条長 22.3；臀鰭第 4 棘条長（最

長棘条）18.0；腹鰭長 16.8．

体は側扁し，吻は尖る．体高は，背鰭第 3 棘基部で最

大になり，体長の 35.9% と高い．体背縁は吻端から背鰭

第 3 棘まで上昇し，背鰭第 14 軟条まで下降する．体腹縁

は下顎先端から臀鰭第 1 棘条まで緩やかに下降した後，尾

柄部にかけて急激に上昇する．眼は大きく，円形．両鼻孔

は目の直前にあり，後鼻孔の縁辺に 1 本の小棘がある．口

は端位で下顎が上顎よりやや突出する．鰓耙は短く，先端

が丸いコブ状．歯は円錐状歯．涙骨は上縁が平滑で，下縁

は鋸歯状．前鰓蓋骨隅角部に強くて長い 1 棘がある．主鰓

蓋骨棘は 2 本．頬部鱗列数は破損により計数できなかった．

背鰭起部は主鰓蓋骨後端直上に位置する．背鰭棘長は最終

棘（第 11 棘）で最短となり，最終棘の基部は後ろから 2

番目の棘（第 10 棘）と第 1 軟条との中間付近に位置する．
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Fig. 1. Fresh specimen (A) and live individuals (B, C) of Sargocentron caudimaculatum (WMNH-PIS13409, 48.9 mm SL) from 
Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan.
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背鰭軟条は臀鰭起部直上よりやや前方からはじまり，第 1

軟条のみが不分岐で，残りは分岐する．背鰭棘条部の鰭膜

は切れ込む．胸鰭基底は背鰭第 2–3 棘間直下に位置する．

腹鰭起部は背鰭第 3–4 棘直下に位置する．臀鰭起部は背鰭

第 6 軟条直下に位置する．尾鰭は深く湾入する二叉型で，

先端は丸みを帯びる．鱗は櫛鱗で固く，はがれにくい． 

色彩　生時の色彩（Fig. 1B, C）―尾柄を除く体はポピー

レッド色．尾柄は白みを帯びたピンク色で，飼育下では状

況により白色となる様子が観察された．尾柄部の背側前方

には白色の鞍状斑があるが，飼育下で尾柄が白色に変化し

た際は尾柄部と同化して識別しにくくなる（Fig. 1B, C）．

主鰓蓋骨の最上棘周辺に銀白色の斑点がある．虹彩は黒色．

眼窩の後部と前鰓蓋骨が薄く白色で縁取られる．眼の直下

に極めて小さな 3 つの青色斑点がある．胸鰭基部上端に 1

白色斑がある．背鰭棘条部の鰭膜はポピーレッド色で，第

1–3 棘の鰭膜に黒斑がある．各背鰭棘の先端に 1 つの白色

斑点がある．背鰭軟条部，腹鰭，臀鰭および尾鰭は赤みを

帯びた半透明で，縁辺は赤く縁取られる．ただし，腹鰭の

第 1 棘から第 1 軟条にかけては，赤色部の前縁が白く縁取

られる．

固定後の色彩―生鮮時にポピーレッド色であった箇所

が灰色になり，虹彩は黒色から赤色に変化する．主鰓蓋骨

最上棘後部の銀白色斑と尾柄部の白色鞍状斑は残る．

分布　南アフリカからフランス領ポリネシアにかけて

のインド・太平洋に分布する（Randall, 1998；林，2013）．

日本国内においては，和歌山県串本町，高知県柏島，小

笠原諸島（兄島・父島），南鳥島，硫黄島，馬毛島，種子

島，屋久島，口永良部島，口之島，沖永良部島，奄美大

島，徳之島，沖縄島，伊江島，渡嘉敷島，南大東島，宮

古諸島，石垣島，西表島，与那国島から記録されている

（Shimizu and Yamakawa,1979；新垣・吉野，1984；市川ほ

か，1992；清水，1997；国安，1999；吉郷，2004; Senou et 

al., 2006, 2007；渡井ほか，2009; Motomura et al., 2010；三

浦，2012；林，2013；西山，2013；佐々木ほか，2014；江

口・本村，2016; Motomura and Harazaki, 2017；木村ほか，

2017; Koeda and Akita, 2018；中江，2018; Nakae et al., 2018; 

Motomura and Uehara, 2020； 和 田 ほ か，2021; Jeong and 

Motomura, 2021；本村，2023; Motomura, 2023；本研究）．

備考　串本産の標本は，臀鰭が 4 棘 9 軟条，側線有効

鱗数が 41，前鰓蓋骨隅角部に強くて長い 1 棘がある，背

鰭最終棘は後ろから 2 番目の棘と第 1 軟条との中間付近に

ある，背鰭棘条部中央下の側線上方横列鱗数は 2.5，後鼻

孔に 1 本の小棘がある，生時に尾柄部が白みを帯びるなど

の特徴が，Randall (1998)，林（2013），および江口・本村（2016）

が示した Sargocentron caudimaculatum の標徴と一致したた

め，本種と同定された．ただし，本標本では，体長に対す

る体高比が江口・本村（2016）の記載と 5% 程度一致しな

かった（体高比 35.9% vs. 40.0–44.9%）．しかし，本標本の

体長が 55.0 mm と小型であったことや江口・本村（2016）

で観察された標本の体長幅が 116.8–207.8 mm であったこ

とを鑑み，本研究では成長に伴う体形の変化に起因するも

のと判断した．

かつて本種の分類学的見解と和名には混乱がみられ

た．Zama and Fujita (1977) は小笠原から得られた Adioryx 

caudimaclatus を報告し，和名を「ミナミエビス」とした．

しかし，元々この和名は，蒲原（1964）が沖縄島から報

告した Holocentrus andermanense に与えられていた［な

お，Shimizu and Yamakawa (1979) によると，蒲原（1964）

は種小名を誤植しており，正しくは andamanensis であ

る］．加えて，鄧（1962）はエビスザメ属の Notorhynchus 

pectorosus に対しても同じ和名を与えていたため，上記の

3 名義種は和名「ミナミエビス」を共有する同名関係と

なっていた． Shimizu and Yamakawa (1979) は日本産イッ

トウダイ科魚類の再検討を行うなかで，蒲原（1964）の

H. andermanense をニジエビス Adioryx furcatus に再同定し，

H. andermanensis を H. caudimaclatus の新参異名にすると

ともに，和名の混乱を解消するために A. caudimaclatus

に対してクラカケエビスの和名を新しく提唱した．その

後，Matsuura and Shimizu (1982) によって Adioryx は Sargo-

centron の新参異名とされたため，本種の学名には現在

Sargocentron caudimaculatum が適用されている．

国内におけるクラカケエビスの分布は，分布の項で示

した通りであり，従来本種の北限記録は高知県柏島であっ

た．本研究で採集された串本産標本は，標本に基づくクラ

カケエビスの本州初記録かつ北限記録となる．串本産のク

ラカケエビス標本はその体長から未成魚だと考えられ，和

歌山県における本種の出現が偶発的なものか，あるいはす

でに定着し再生産しているかは，現状で不明である．ただ

し，本標本が採集された串本周辺域は紀伊半島の先端部に

位置し，暖流である黒潮の影響を多大に受けるため，黒潮

によって卵や仔魚が南方より運搬されてきたと考えられる

熱帯性魚種の出現例が多くある（例えば，ミナミフエダイ

やトラフボウズハゼ：松尾・國島，2021; Kunishima et al., 

2021）．串本周辺のように，黒潮による仔稚の運搬が生じ

うる海域では，本種を含む熱帯性魚種それぞれについて，

どの程度の頻度で出現するか，気候変動に伴って今後定着

していくかを注視していく必要がある．
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